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論文審査の結果の要旨 
 
本論文は、中国語と日本語の外国語学習に関する一連の研究から構成されている。すなわ
ち、中日の漢字や文法に関する知識や対応関係を抽出してデータベース化すると共に、この
成果を活用した外国語学習支援システムを開発しており，学習者と教授者が知識関係図を作
成・共有する教育実践を通して分析・改善をおこなった結果を計４章の論文にまとめている。 
論文ではまず、中日の学術文献データベースを対象に、外国語教育におけるICT利活用の動
向を分析，モバイル機器による協調学習の伸長などを明らかにしている。また、日本語教育
について中国の５大学を対象に調査をおこない，日本語学習コミュニティ構築の意義を述べ
ている。さらに，中国人日本語学習者112名を対象とした質問紙調査から，初学者は意味優先
で考える傾向が強く，インターネット活用に対する満足度の低いことを見出している。２章
では、中国語と日本語能力を測る各試験から中日の漢字1223字を抽出，「字音，字形，字義」
に関する中日漢字の対応関係33種類をデータベース化すると共に、図示(可視化)の方法を提
案している。さらに、日本語能力試験から文型(555項)と語彙(440個)を抽出、難易度等要素
を整理、「学校文法」と「教育文法」の両文法体系を品詞と文型の両面からデータベース化
した上で、図示の方法を提案している。３章では、日本人中国語学習者を対象に実験授業(４
名，計16回，テスト10回)をおこない，その学習効果を検証している。すなわち、中日漢字デ
ータベースを登録した学習支援システムにおいて，対応関係に基づいた漢字の関係図の作成
や共有をおこなう学習活動を通して，成績が平均59.5点から78.8点へ上昇，母語である日本
語の漢字知識を利用して学習が深まったことを確認している。４章では、まず中国人日本語
学習者を対象に実験授業(６名，計２回)をおこなった結果を述べている。すなわち、文型・
語彙データベースを登録した学習支援システムを利用すると共に，自らの映像と相手像を重
畳表示する遠隔映像対話環境「超鏡」を用いた国際遠隔交流学習をおこない，日本語母語話
者とコミュニケーションをとりながら，関係図の作成、発表，会話づくりを進めたところ、
学習意欲の向上や理解の促進効果を確認している。さらに、学習支援システムを利用して関
係図を作成する実験授業(10名，計16回，テスト８回)をおこなったところ。成績が平均68.7
点から86.5点へ上昇，学習方法の有効性を確認している。 
これらの方法や成果は、外国語学習支援システムのみならず、関連する教育工学研究に多
大の影響を与えると考える。 
 以上の理由から、本論文は、博士（人間科学）学位論文として十分に価値あるものと判定
した。 
 
 
 
